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・「食料・農業知っておきたい話」―１４２回―（２面）
・熱中症・機械作業事故に要注意―農作業安全対
策全国推進会議 （３面）
・九州地区開拓牛友の会（鹿児島） （４面）
・九州開拓青年研修会（佐賀） （５面）
・一種類に偏らない草地形成―適切な施肥で収量
確保 （６面）
・和牛・交雑種さらに肉質向上―２４年格付頭数

（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

全
日
本
開
拓
者
連
盟
と

（
公
社
）
全
国
開
拓
振
興
協

会
は
３
月
１１
日
、
東
京
の
事

務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
事

業
概
況
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
た
。会
員
等
２８
名（
う

ち
Ｗ
ｅ
ｂ
出
席
６
名
）
が
参

加
し
た
。

《
全
日
本
開
拓
者
連
盟
》

菊
地
委
員
長
挨
拶
の
後
、

２４
年
度
運
動
報
告
、
２５
年
度

運
動
方
針
（
案
）
・
主
要
業

務
計
画
（
案
）
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

２５
年
度
運
動
の
基
本
方
針

と
し
て
、
国
内
農
畜
産
業
を

守
る
こ
と
を
基
本
に
、
次
の

よ
う
な
農
政
運
動
を
展
開
す

る
。○

畜
産
・
酪
農
の
経
営
安

定
対
策
と
生
産
基
盤
の
拡
充

・
強
化
運
動
○
牛
肉
・
豚
肉

・
牛
乳
乳
製
品
等
国
産
畜
産

物
の
適
正
な
価
格
転
嫁
に
よ

る
消
費
拡
大
運
動
○
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
か
ら
の
早
期

復
興
と
経
営
再
建
安
定
化
運

動
○
政
治
活
動
へ
の
支
援
運

動
○
開
拓
営
農
振
興
の
た
め

の
組
織
活
動
の
維
持
・
強
化

運
動
○
貿
易
協
定
発
効
等
に

係
る
対
応
運
動
。

ま
た
、
２５
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
案
は
（
図
）
の
通
り
。

《
全
国
開
拓
振
興
協
会
》

西
谷
会
長
挨
拶
の
後
、
２４

年
度
事
業
実
施
状
況
、
２５
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ

い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

２５
年
度
の
開
拓
中
央
３
団

体
共
催
の
全
国
開
拓
青
年
・

女
性
研
修
会
は
、
１１
月
下
旬

に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
す

る
予
定
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

同
協
会
の
講
演
会
事
業
も
開

催
す
る
。

開
拓
営
農
振
興
事
業
と
し

て
前
年
同
様
、
開
拓
営
農
に

取
り
組
む
開
拓
者
の
農
業
経

営
の
持
続
的
な
発
展
・
強
化

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
員
が
選
択
し

て
実
施
す
る
開
拓
営
農
支
援

対
策
、
開
拓
営
農
推
進
対
策

等
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

ま
た
、
同
協
会
が
創
立
５０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

る
５０
年
誌
を
発
行
す
る
。

な
お
、
海
外
研
修
に
つ
い

て
は
、
農
畜
産
業
経
営
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
踏
ま

え
、
２５
年
度
の
実
施
は
見
送

る
こ
と
と
し
た
。

総
務
省
が
２
月
に
公
表
し

た
２４
年
の「
家
計
調
査
報
告
」

で
、
１
世
帯
当
た
り
（
二
人

以
上
）
の
牛
肉
の
購
入
金
額

は
２
万
１
３
２
１
円
（
前
年

比
９９
・
４
％
）
と
ほ
ぼ
前
年

並
み
と
な
っ
て
い
る
。
購
入

量
は
５
５
２
９
ｇ
（
同
９４
・

５
％
）
と
減
少
し
て
い
る
。

豚
肉
は
、
購
入
金
額
が
３

万
３
８
１
８
円
（
同
１
０
０

・
８
％
）と
、
や
や
増
加
し
、

購
入
量
は
２
万
１
８
３
５
ｇ

（
同
９９
・
１
％
）と
な
っ
た
。

《
牛
肉
は
西
日
本
に
軍
配
》

本
デ
ー
タ
を
元
に
、
（
公

財
）
日
本
食
肉
流
通
セ
ン
タ

ー
が「
牛
肉
番
付
表（
２４
年
）」

を
作
成
し
た
（
表
）
。
１
世

帯
当
た
り
の
牛
肉
購
入
数
量

を
、
県
庁
所
在
地
及
び
政
令

指
定
都
市
５２
都
市
で
ラ
ン
キ

ン
グ
付
け
し
た
も
の
。

こ
の
順
位
を
、
東
西
に
分

け
る
と
（
愛
知
、
岐
阜
、
石

川
県
以
東
を
東
日
本
と
す

る
）、見
事
に
西
日
本
の
都
市

が
上
位
に
集
中
し
て
い
る
。

水
色
が
西
日
本
の
都
市
で
、

山
形
、東
京
都
区
部
、千
葉
以

外
が
上
位
半
分
を
占
め
、
西

日
本
の
圧
勝
と
な
っ
た
。

反
対
に
、
豚
肉
の
番
付
で

は
牛
肉
と
真
逆
で
、
東
日
本

の
都
市
が
上
位
を
独
占
す
る

形
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
東
と
西
の

食
文
化
の
違
い
を
表
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
東
日
本
の
人

の
多
く
は
、「
肉
と
い
え
ば
豚

肉
」と
思
い
つ
く
で
あ
ろ
う
。

こ
の
慣
習
は
な
か
な
か
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
東
日

本
に
は
牛
肉
の
消
費
拡
大
の

余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
豚
肉
に
は

西
日
本
に
消
費
拡
大
の
余
地

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。国

内
で
は
も
う
、牛
肉
、豚

肉
の
消
費
拡
大
は
無
理
だ
、

と
あ
き
ら
め
ず
に
、
良
質
な

牛
肉
、
豚
肉
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

●国内の自給率向上のため、農畜産業の経営安定
対策と生産基盤の拡充強化を実現させよう
●生産原価を踏まえた適正な価格形成と、国民各
層の理解醸成に取り組もう
●将来に亘り、担い手が希望を持って再生産でき
る農業環境を確立しよう
●開拓地から国内外の消費地へ、消費者ニーズに
応えた安心で新鮮な農畜産物を届け、消費拡大
に取り組もう
●自然災害・原発被害からの復興・再生を加速さ
せ、早期に経営の再建を成し遂げよう
●家畜伝染病から畜産・酪農を守ろう
●貿易協定の交渉結果を注視し、開拓営農を守り
抜こう

（
公
財
）
日
本
食
肉
消
費

総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
食
肉
に

関
す
る
意
識
調
査
結
果
を
発

表
し
た
。
毎
年
行
っ
て
い
る

意
識
調
査
で
、
２４
年
１０
月
に

首
都
圏
・
京
阪
神
圏
の
２０
歳

以
上
の
１
８
０
０
人
か
ら
回

答
を
得
た
。

生
産
コ
ス
ト
が
高
止
ま
り

し
て
い
る
中
で
、
生
産
者
サ

イ
ド
か
ら
適
正
な
価
格
形
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
上
で
、
「
高
止
ま

り
し
て
い
る
生
産
コ
ス
ト
」

に
よ
る
国
産
牛
肉
の
値
上
げ

や
販
売
価
格
に
関
す
る
意
識

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
「
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
に
よ
る
値
上
げ

は
仕
方
な
い
と
思
う
」
が
５９

・
８
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

年
齢
別
で
は
２０
代
が
５３
・

０
％
、
６０
代
が
７６
・
０
％
と
、

年
代
が
上
が
る
ご
と
に
割
合

も
増
加
し
て
い
っ
た
。ま
た
、

「
そ
う
思
わ
な
い
」
が
９
・

０
％
と
な
っ
た
。

「
今
後
、
国
産
牛
肉
の
販

売
価
格
を
上
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
国
内
の
畜
産
農
家
の

経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
る

と
思
う
」
が
５１
・
３
％
と
な

り
、
農
家
を
想
う
意
見
が
半

数
を
超
え
た
。

農
水
省
は
３
月
４
日
、
ラ

ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
行
う
都
道
府
県
に

由
来
す
る
牛
肉
に
つ
い
て
、

米
国
向
け
の
輸
出
再
開
の
目

途
が
立
っ
た
と
発
表
し
た
。

米
国
は
昨
年
１２
月
１９
日
以

降
、
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
行
う
都
道

府
県
由
来
の
牛
肉
に
つ
い

て
、輸
入
を
停
止
し
て
き
た
。

米
国
当
局
に
早
期
の
輸
入

停
止
措
置
の
解
除
を
求
め
て

協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
米

国
当
局
は
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス

ク
評
価
を
終
え
、
輸
入
停
止

措
置
の
解
除
に
合
意
し
た
。

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て

の
都
道
府
県
の
牛
肉
に
つ
い

て
、
米
国
と
の
手
続
き
面
で

の
調
整
を
終
え
次
第
、
動
物

検
疫
所
に
お
い
て
、
米
国
向

け
輸
出
に
必
要
な
輸
出
検
疫

証
明
書
の
交
付
を
再
開
す
る

こ
と
と
し
た
。

な
お
、
３
月
１９
日
か
ら
輸

出
再
開
と
な
る
。

岩
手
山
を
バ
ッ
ク
に
、
じ

ぶ
ん
ち
の
牧
草
地
で
元
気
な

ポ
ー
ズ
を
決
め
て
い
る
の

あ
く
つ
ふ
み

か

は
、
圷
史
花
ち
ゃ
ん（
７
歳
）

は
や

と

と
隼
史
く
ん（
４
歳
）姉
弟
。

お
に
こ
し

滝
沢
市
の
鬼
越
開
拓
（
岩
手

花
平
農
協
）
で
活
躍
す
る
、

頼
も
し
い
開
拓
４
世
だ
。

こ
の
地
域
は
、
酪
農
が
盛

ん
な
標
高
３
０
０
〜
４
５
０

ｍ
の
豪
雪
地
帯
で
、
冬
は
一

面
の
銀
世
界
に
覆
わ
れ
る
。

移
動
手
段
で
便
利
な
の
が

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
、
山
で

も
畑
で
も
、
道
な
き
道
を
自

由
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
史
花
ち
ゃ
ん
達

は
ま
だ
運
転
で
き
な
い
が
、

お
父
さ
ん
も
お
爺
さ
ん
も
見

事
に
乗
り
こ
な
し
て
き
た
。

や
が
て
彼
ら
が
、
風
を
切

っ
て
駆
け
回
る
時
が
来
る
。

２４年 １世帯当たりの牛肉購入数量 都市別ランキング
購入量（ｇ）

５，７８８
５，７７２
５，６９９
５，５８４
５，５３７
５，４２８
５，４２０
５，４１３
５，２５４
４，８１３
４，７８５
４，７４０
４，５７０
４，５６５
４，２３８
３，８８８
３，７６６
３，４５７
３，４００
３，３３５
３，３３０
３，２９７
３，２８６
３，２７３
３，１７８
２，４１７

※都道府県庁所在地及び政令指定都市５２都市での順位
※東日本がオレンジ、西日本を水色とした （日本食肉流通センターより）

都 市 名
富 山 市
金 沢 市
横 浜 市
松 江 市
那 覇 市
名 古 屋 市
さいたま市
高 知 市
岐 阜 市
鹿 児 島 市
静 岡 市
甲 府 市
相 模 原 市
川 崎 市
青 森 市
札 幌 市
新 潟 市
宇 都 宮 市
浜 松 市
福 島 市
水 戸 市
前 橋 市
仙 台 市
秋 田 市
長 野 市
盛 岡 市

順位
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２

購入量（ｇ）
８，６７３
８，０８１
７，８９９
７，７２２
７，５９０
７，５５７
７，４６８
７，３７１
７，３１１
７，２７６
７，２０６
７，０５６
６，９５９
６，９３９
６，７２６
６，６４６
６，５７０
６，５３９
６，４２５
６，２９３
６，１５０
６，０６４
６，０４２
５，９３０
５，８８３
５，８７６

都 市 名
堺 市
北 九 州 市
神 戸 市
大 阪 市
松 山 市
福 岡 市
佐 賀 市
奈 良 市
津 市
広 島 市
京 都 市
山 口 市
山 形 市
岡 山 市
福 井 市
熊 本 市
和 歌 山 市
高 松 市
東京都区部
大 津 市
千 葉 市
鳥 取 市
長 崎 市
大 分 市
宮 崎 市
徳 島 市

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６

雪の銀世界でも開拓４世は元気いっぱい

事
業
概
況
説
明
会
開
催

全
日
本
開
拓
者
連
盟

全
国
開
拓
振
興
協
会

２５年度スローガン（案）

米
国
へ
の
輸
出
停
止
解
除
へ

牛
肉
購
入
量
は
西
日
本
に
軍
配

生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
値
上
げ

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
ワ
ク
チ
ン
接
種
県
の
牛
肉

東
日
本
の
巻
き
返
し
に
期
待

食
肉
に
関
す
る
意
識
調
査

６
割
が
肯
定
的

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。



（2）第803号（毎月１回１５日発行）開 拓 情 報2025年（令和7年）3月15日

農
水
省
は
２
月
２８
日
に
、

「
食
料
安
全
保
障
月
報
」
を

公
表
し
た
。
こ
の
月
報
は
、

２
月
の
米
国
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ

Ｄ
Ａ
）
の
需
給
報
告
を
参
考

に
、
主
食
や
飼
料
原
料
と
な

る
主
要
穀
物
（
米
・
小
麦
・

と
う
も
ろ
こ
し
）
及
び
大
豆

を
中
心
に
、
世
界
の
需
給
や

価
格
動
向
を
把
握
し
、
情
報

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

《
小
麦
》

２４
／
２５
年
度
の
作
況
に
つ

い
て
、
Ｅ
Ｕ
、
ロ
シ
ア
な
ど

で
単
収
・
収
穫
面
積
と
も
に

前
年
度
よ
り
減
少
す
る
が
、

豪
州
、
米
国
、
イ
ン
ド
で
単

収
・
収
穫
面
積
と
も
に
増
加
、

中
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
が
単
収

増
加
で
、
世
界
全
体
の
生
産

量
は
史
上
最
高
と
な
る
見
通

し
。小

麦
の
国
際
相
場
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
混
乱
も
あ

り
、
不
安
定
な
状
況
。
シ
カ

ゴ
商
品
取
引
所
に
お
け
る
２

月
第
１
週
末
の
価
格
は
５
・

８３
㌦
／
㌴
（
図
１
参
照
：
こ

の
価
格
は
為
替
や
船
賃
な
ど

の
要
素
は
入
っ
て
い
な

い
）
。

《
と
う
も
ろ
こ
し
》

中
国
、
南
ア
フ
リ
カ
で
単

収
・
収
穫
面
積
と
も
に
前
年

度
よ
り
増
加
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

収
穫
面
積
が
増
加
す
る
も
の

の
、
米
国
で
収
穫
面
積
が
減

少
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
単
収
・

収
穫
面
積
と
も
に
減
少
、
Ｅ

Ｕ
、
ロ
シ
ア
で
単
収
が
減
少

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
世
界

全
体
の
生
産
量
は
前
年
度
を

下
回
る
見
通
し
。

と
う
も
ろ
こ
し
の
国
際
相

場
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
高

温
乾
燥
及
び
米
国
産
生
産
量

の
引
き
下
げ
や
、
中
国
の
消

費
量
が
史
上
最
高
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
上
げ
傾
向
と
な

る
見
込
み
。
シ
カ
ゴ
商
品
取

引
所
に
お
け
る
２
月
第
１
週

末
の
価
格
は
４
・
８８
㌦
／
㌴

（
図
２
参
照
）
。
前
年
よ
り

や
や
高
い
位
置
で
の
推
移
と

な
り
そ
う
。

◎
は
じ
め
に

日
本
の
食
料
自
給
率
は
、

種
や
肥
料
の
自
給
率
の
低
さ

も
考
慮
す
る
と
、
３８
％
ど
こ

ろ
か
最
悪
１０
％
を
切
る
と
の

試
算
も
あ
る
。
海
外
か
ら
の

物
流
が
停
止
し
た
ら
、
世
界

で
最
も
餓
死
者
が
出
る
の
が

日
本
と
の
試
算
も
あ
る
。

国
際
情
勢
は
、
お
金
を
出

せ
ば
い
つ
で
も
食
料
が
輸
入

で
き
る
時
代
の
終
わ
り
を
告

げ
て
い
る
。
か
た
や
、
日
本

の
農
家
の
平
均
年
齢
は
６８
・

７
歳
。
あ
と
１０
年
で
日
本
の

農
業
・
農
村
の
多
く
が
崩
壊

し
か
ね
な
い
、
深
刻
な
事
態

に
直
面
し
て
い
る
。

し
か
も
農
家
は
、
生
産
コ

ス
ト
高
に
よ
る
赤
字
に
苦
し

み
、廃
業
が
加
速
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
不
測
の
事
態
に
子

ど
も
た
ち
の
命
は
守
れ
な

い
。
私
た
ち
に
残
さ
れ
た
時

間
は
多
く
な
い
。

長
年
、
「
日
本
農
業
過
保

護
論
」
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

刷
り
込
ま
れ
て
き
た
が
、
実

態
は
、
日
本
の
農
家
に
支
払

わ
れ
て
い
る
直
接
支
払
い
額

は
、
所
得
の
３０
％
程
度
で
、

フ
ラ
ン
ス
や
ス
イ
ス
の
よ
う

に
、
所
得
の
ほ
ぼ
１
０
０
％

が
直
接
支
払
い
で
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ

る
、
欧
米
の
現
状
と
は
か
け

離
れ
た
低
さ
で
あ
る
。

今
こ
そ
、
長
年
削
減
さ
れ

続
け
て
き
た
農
業
予
算
を
拡

充
し
て
、
「
日
本
型
直
接
支

払
い
」の
確
立
が
急
が
れ
る
。

こ
こ
で
「
日
本
型
」
と
称
し

た
の
は
、欧
州
の
よ
う
な「
固

定
支
払
い
」
と
米
国
の
よ
う

な
「
変
動
支
払
い
＝
不
足
払

い
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
「
固
定

支
払
い
」
で
は
生
産
コ
ス
ト

の
上
昇
や
価
格
低
下
に
よ
る

所
得
減
に
対
応
で
き
な
い
の

で
、
そ
の
部
分
を
「
不
足
払

い
」で
補
完
す
る
の
で
あ
る
。

◎「
農
業
基
本
法
」

改
正
で
示
さ
れ
た

姿
勢

し
か
し
、
昨
年
、
２５
年
ぶ

り
に
改
正
さ
れ
た
「
農
業
基

本
法
」
の
議
論
に
お
け
る
政

府
側
の
説
明
は
、
こ
れ
以
上

の
直
接
支
払
い
の
拡
充
は
必

要
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。農

村
の
疲
弊
を
改
善
し
、

食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
の

抜
本
的
な
施
策
強
化
は
必
要

な
い
、
と
の
認
識
な
の
だ
か

ら
呆
れ
る
し
か
な
い
。

す
で
に
、
畑
作
に
は
内
外

価
格
差
を
埋
め
る
ゲ
タ
政
策

が
あ
る
。
コ
メ
に
ゲ
タ
が
な

い
の
は
、
「
関
税
が
高
い
か

ら
内
外
価
格
差
を
埋
め
る
必

要
が
な
い
の
で
、
そ
う
い
う

政
策
は
で
き
な
い
が
、
コ
メ

な
ど
に
は
収
入
変
動
緩
和
の

ナ
ラ
シ
政
策
も
あ
る
。
さ
ら

に
収
入
保
険
も
あ
る
。
中
山

間
地
・
多
面
的
機
能
直
接
支

払
い
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
十
分
だ
、
新
た

な
施
策
は
必
要
な
い
」

と
い
う
の
が
、
事
務
方
の

説
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
で
は
、
そ
れ
で

も
農
業
の
疲
弊
が
加
速
し
て

い
る
の
は
ど
う
説
明
す
る
の

か
。
政
策
が
不
十
分
だ
か
ら

農
業
危
機
に
陥
っ
て
い
る
の

は
明
白
で
は
な
い
か
。
ナ
ラ

シ
も
収
入
保
険
も
、
過
去
の

価
格
・
売
上
の
平
均
よ
り
減

っ
た
分
の
一
部
を
補
て
ん
す

る
だ
け
な
の
で
、
農
家
に
と

っ
て
必
要
な
所
得
水
準
が
確

保
さ
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
は
な
い
し
、
コ
ス
ト
上

昇
は
考
慮
さ
れ
な
い
か
ら
今

回
の
よ
う
な
コ
ス
ト
高
に
は

役
に
立
た
な
い
。

中
山
間
地
・
多
面
的
機
能

支
払
い
も
、
良
い
仕
組
み
だ

が
、
集
団
活
動
へ
の
支
援
が

主
で
、
個
別
経
営
の
所
得
補

填
機
能
は
十
分
で
は
な
い

し
、
対
象
地
域
が
限
定
さ
れ

て
い
る
、
と
の
指
摘
が
多
く

聞
か
れ
る
。
輸
出
振
興
、
ス

マ
ー
ト
農
業
、
海
外
農
業
投

資
、
農
外
資
本
比
率
を
増
や

す
こ
と
な
ど
だ
け
で
、
現
場

農
家
の
疲
弊
を
救
う
こ
と
に

つ
な
が
る
わ
け
が
な
い
。

農
業
就
業
人
口
が
こ
れ
か

ら
減
る
（
基
幹
的
従
事
者
は

１
２
０
万
人
↓
３０
万
人
）
、

つ
ま
り
、
農
家
が
潰
れ
て
い

く
か
ら
、
一
部
の
企
業
な
ど

に
任
せ
て
い
く
し
か
な
い
よ

う
な
議
論
は
、
そ
も
そ
も
の

前
提
が
根
本
的
に
間
違
っ
て

す
う
せ
い

い
る
。
今
の
趨
勢
を
放
置
し

た
ら
と
い
う
仮
定
に
基
づ
く

推
定
値
で
あ
り
、
農
家
が
元

気
に
生
産
を
継
続
で
き
る
政

策
を
強
化
し
て
、
趨
勢
を
変

え
れ
ば
流
れ
は
変
わ
る
。
そ

れ
こ
そ
が
政
策
の
役
割
で
は

な
い
か
。
そ
れ
を
放
棄
し
た

暴
論
で
あ
る
。

◎
有
事
立
法

い
や
、
一
つ
考
え
て
あ
る

目
玉
は
「
有
事
立
法
」
（
食

料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
）

だ
と
い
う
。
普
段
は
頑
張
っ

て
い
る
農
家
に
こ
れ
以
上
の

支
援
は
し
な
い
が
、
有
事
に

な
っ
た
ら
命
令
だ
け
す
る
。

野
菜
を
育
て
て
い
る
農
家

の
皆
さ
ん
も
、
一
斉
に
カ
ロ

リ
ー
を
生
む
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
を
植
え
さ
せ
る
。
そ
の
増

産
命
令
に
従
っ
て
、
供
出
計

画
を
出
さ
な
い
農
家
は
処
罰

す
る
。
支
援
は
し
な
い
が
、

罰
金
で
脅
し
て
作
ら
せ
れ
ば

い
い
と
。
こ
ん
な
こ
と
で
き

る
わ
け
も
な
い
し
、
や
っ
て

い
い
わ
け
も
な
い
。

「
コ
メ
や
牛
乳
な
ど
が
、

２
割
以
上
減
産
し
た
ら
増
産

命
令
を
出
す
」と
は
何
事
か
。

２
割
以
上
も
の
減
産
に
な
る

よ
う
な
生
産
基
盤
の
破
壊

を
、
食
い
止
め
る
た
め
に
支

援
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
そ
れ
を
放
置
し

て
、農
家
が
潰
れ
て
き
た
ら
、

罰
金
で
脅
し
て
作
ら
せ
る
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
、
頑
張
っ
て
い
る
人
へ

の
支
援
を
強
化
し
て
、
自
給

率
を
上
げ
れ
ば
い
い
だ
け
の

話
な
の
に
、
そ
れ
を
し
な
い

で
疲
弊
さ
せ
て
お
い
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
だ
け
罰
金
で

脅
し
て
作
ら
せ
る
と
い
う
、

お
粗
末
な
発
想
が
ど
う
し
て

出
て
く
る
の
か
。

し
か
も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が

象
徴
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

世
論
の
批
判
を
浴
び
た
か
ら

と
、
増
産
要
請
品
目
リ
ス
ト

か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
を
消
し
て

お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
と
、
農

水
省
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
消
し

た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
を
消
し
て

も
「
悪
法
」
の
本
質
が
変
わ

る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
な

ん
と
姑
息
で
お
粗
末
な
発
想

だ
ろ
う
か
。

「
罰
則
を
外
せ
」
と
い
う

指
摘
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
済
ま
な
い
。
こ
の
法
律

自
体
が
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
を「
基
本
計
画
」

の
議
論
で
行
う
べ
き
で
あ

る
。◎

価
格
転
嫁
誘
導

対
策

も
う
一
つ
、
コ
ス
ト
上
昇

を
流
通
段
階
で
ス
ラ
イ
ド
し

て
、
上
乗
せ
し
て
い
く
の
を

政
府
が
誘
導
す
る
制
度
の
導

入
が
目
玉
と
さ
れ
た
が
、
参

考
に
し
た
フ
ラ
ン
ス
で
も
実

効
性
に
は
疑
問
も
呈
さ
れ
て

い
る
。
小
売
主
導
の
強
い
日

本
で
は
な
お
さ
ら
で
、
す
ぐ

に
無
理
な
こ
と
が
わ
か
り
、

ど
う
お
茶
を
濁
す
か
の
模
索

が
始
ま
っ
た
。

「
努
力
義
務
」
を
法
律
に

盛
り
込
み
、
コ
ス
ト
指
標
を

作
成
し
、
協
議
会
で
価
格
転

嫁
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
、

と
掛
け
声
を
か
け
る
だ
け

だ
。
こ
ん
な
実
効
性
の
な
い

こ
と
の
た
め
に
、
卸
売
市
場

法
な
ど
に
「
努
力
義
務
」
を

追
加
し
、
実
効
性
の
な
い
指

標
作
り
に
予
算
を
付
け
る
の

は
、
ご
ま
か
し
だ
け
の
た
め

の
無
駄
金
だ
。や
る
な
ら
ば
、

本
当
に
実
効
性
の
あ
る
対
策

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
を
「
基
本
計
画
」
の
議

論
で
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
価
格
転
嫁
と

い
う
が
、
消
費
者
負
担
に
も

限
界
が
あ
る
か
ら
、
生
産
者

に
必
要
な
支
払
い
額
と
消
費

者
が
支
払
え
る
額
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
、
直
接
支
払
い
で
埋

め
る
こ
と
こ
そ
が
政
策
の
役

割
な
の
に
、
財
政
出
動
を
減

ら
し
て
、
民
間
の
努
力
に
委

ね
よ
う
と
す
る
。

２４
年
１１
月
２９
日
に
公
表
さ

れ
た
財
政
審
建
議
で
も
確
認

さ
れ
た
と
お
り
、
と
に
か
く

食
料
・
農
業
・
農
村
へ
の
予

算
を
何
と
か
出
さ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
い
う
財
政
当
局

の
圧
力
が
「
有
事
立
法
」
と

「
価
格
転
嫁
誘
導
対
策
」
の

根
底
に
あ
る
。
「
財
政
当
局

の
壁
」
を
破
壊
し
な
い
と
、

日
本
の
将
来
は
危
う
い
。

【
北
米
航
路
情
勢
】

米
国
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
就
任
以
来
、
複
数
の
関

税
措
置
の
発
動
を
表
明
し
て

い
る
。
こ
の
追
加
関
税
の
方

針
は
、
世
界
全
体
の
貿
易
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
の
で
、注
視
が
必
要
だ
。

【
チ
モ
シ
ー
】

米
国
産
は
、
産
地
価
格
は

安
定
し
、
多
く
の
産
地
在
庫

は
売
約
済
み
と
な
っ
て
い

る
。
２５
年
度
は
作
付
面
積
を

拡
大
し
、
需
要
の
増
大
に
対

応
す
る
。

カ
ナ
ダ
産
は
、
上
級
品
が

７
割
ほ
ど
で
、出
荷
は
順
調
。

２５
年
産
作
付
面
積
は
大
き
な

増
減
は
無
い
見
込
み
。

【
米
国
産
ラ
イ
グ
ラ
ス
】

昨
年
の
収
穫
は
概
ね
良
好

だ
っ
た
が
、
今
年
の
ス
ト
ロ

ー
の
生
産
量
は
少
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
現
在
は
順

調
な
荷
動
き
と
な
っ
て
い

る
。【

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
】

米
国
農
務
省
の
２４
年
デ
ー

タ
で
は
、
主
要
な
生
産
州
で

い
ず
れ
も
生
産
量
が
前
年
よ

り
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

米
国
内
の
需
要
が
低
迷
し
、

生
産
者
は
よ
り
高
収
益
な
作

物
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

【
為
替
】

㈱
日
本
総
合
研
究
所
が
３

月
に
出
し
た
為
替
相
場
展
望

に
よ
る
と
、
先
行
き
の
ド
ル

円
相
場
は
、
横
ば
い
圏
で
推

移
す
る
と
の
見
通
し
。

「有事立法」と「価格転嫁誘導策」「有事立法」と「価格転嫁誘導策」
東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

新基本法の目玉政策は今後どうなる？新基本法の目玉政策は今後どうなる？
食料・農業 知っておきたい話 第１４２回と

う
も
ろ
こ
し
生
産
量
は
減
少

チ
モ
シ
ー
は
作
付
面
積
拡
大
へ

２
月
の「
食
料
安
全
保
障
月
報
」

輸
入
粗
飼
料
の
情
勢
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農
水
省
は
２
月
２６
日
、「
農

作
業
安
全
対
策
全
国
推
進
会

議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
全

体
を
通
し
て
熱
中
症
に
よ
る

事
故
へ
の
対
策
を
徹
底
す
る

よ
う
、
注
意
を
促
し
た
。

◇
熱
中
症
が
年
々
増
加

２３
年
の
農
作
業
死
亡
事
故

の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
依

然
と
し
て
農
業
機
械
作
業
に

よ
る
事
故
の
割
合
が
６２
・
９

％
と
最
も
高
い
が
、
機
械
・

施
設
以
外
の
作
業
に
係
る
事

故
の
発
生
割
合
は
、
熱
中
症

が
１５
・
７
％
と
最
も
高
い
。

２３
年
の
夏
（
６
〜
８
月
）
の

気
温
は
、
９１
年
〜
２０
年
の
平

均
値
と
比
べ
て
１
・
７６
℃
上

昇
し
て
お
り
、
夏
の
気
温
は

年
々
上
昇
し
て
い
る
。

熱
中
症
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら

す
た
め
、
今
年
の
重
点
推
進

テ
ー
マ
は
、
「
学
ぼ
う
！
正

し
い
安
全
知
識
〜
農
業
機
械

作
業
研
修
・
熱
中
症
対
策
研

修
の
拡
大
と
充
実
、
未
熟
練

農
業
者
へ
の
研
修
実
施
〜
」

と
し
た
。
「
熱
中
症
対
策
研

修
実
施
強
化
期
間
」
を
５
月

１
日
〜
７
月
３１
日
に
、
「
農

業
機
械
作
業
研
修
実
施
強
化

期
間
」
を
１２
月
１
日
〜
２６
年

２
月
２８
日
に
設
定
し
、
推
進

目
標
と
し
て
、
①
農
業
機
械

作
業
研
修
の
回
数
の
拡
大
と

充
実
②
熱
中
症
対
策
研
修
の

回
数
の
拡
大
と
充
実
③
未
熟

練
農
業
者
を
対
象
と
し
た
専

用
研
修
の
実
施
―
の
３
点
を

掲
げ
た
。

◇
研
修
事
業
が
増
加

２４
年
度
の
研
修
状
況
は
、

各
都
道
府
県
の
関
係
機
関
の

努
力
に
よ
り
、
受
講
人
数
が

約
１５
万
７
千
人
と
、
前
年
度

の
約
３
倍
に
増
加
し
て
い

る
。こ
の
ほ
か
、会
議
で
発
表

を
行
っ
た
愛
知
県
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
農
協
青
年
部
な
ど
の
、

各
都
道
府
県
の
優
良
事
例
の

情
報
が
共
有
さ
れ
、
効
果
的

だ
っ
た
危
険
箇
所
へ
の「
指

さ
し
シ
ー
ル
」の
活
用
な
ど

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
た
。

◇
機
械
事
故
対
策
、
法
の

側
面
等
か
ら
も

現
在
、
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ

ー
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
の
義
務
化
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
農
作
業

機
械
の
安
全
性
に
つ
い
て
も

新
し
い
検
査
基
準
が
こ
の
４

月
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
検
査
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
農
機
を
購

入
す
る
こ
と
が
補
助
事
業
の

要
件
と
な
っ
て
い
る（
図
）。

本
年
４
月
以
降
に
発
売
さ
れ

る
農
機
に
つ
い
て
は
、
安
全

検
査
の
合
格
機
で
あ
る
こ
と

が
補
助
要
件
と
な
る
が
、
２４

年
度
ま
で
に
発
売
さ
れ
た
機

械
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

以
降
に
購
入
し
た
場
合
で

も
、
補
助
要
件
に
合
格
機
で

あ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
な

い
。国

外
に
お
い
て
製
造
さ
れ

た
農
機
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
条
件
が
適
用
さ
れ
る
。

全
開
連
は
２
月
１９
日
、
東

京
・
平
河
町
の
本
所
会
議
室

で
総
務
責
任
者
会
議
を
開
催

し
た
。
会
員
・
準
会
員
の
総

務
関
係
の
業
務
を
担
う
役
職

員
ら
２７
名
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
出
席
１６

名
）
が
参
加
し

た
。今

年
は
農
水

省
経
営
局
協
同

組
織
課
経
済
班

の
田
中
耕
一
郎

課
長
補
佐
に
よ

る
「
組
合
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
確

保
に
つ
い
て
」

と
、
た
め
池
税

理
士
合
同
事
務

所
の
林
正
己
税

理
士
に
よ
る

「
２５
年
度
税
制
改
正
大
綱
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。

▼
社
会
規
範
の
変
化
注
視

田
中
課
長
補
佐
が
講
演
の

中
で
特
に
「
伝
え
た
い
」
と

強
調
し
た
の
は
、
「
社
会
規

範
の
変
化
へ
の
対
応
が
必

要
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

昨
今
、
不
祥
事
に
対
す
る
社

会
の
目
は
厳
し
く
な
り
続
け

て
い
る
こ
と
や
、
ネ
ッ
ト
ニ

ュ
ー
ス
に
な
っ
た
場
合
、
短

時
間
で
且
つ
何
度
も
広
範
囲

に
拡
散
さ
れ
る
こ
と
に
注
意

が
必
要
だ
と
し
、
「
組
織
の

き

そ
ん

社
会
的
信
用
を
大
き
く
毀
損

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化

が
重
要
と
な
る
」と
訴
え
た
。

▼
「
年
収
の
壁
」
の
実
態

を
解
説

林
税
理
士
に
よ
る
講
演
で

は
、
特
に
所
謂「
年
収
の
壁
」

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ

っ
た
。
扶
養
控
除
が
適
用
さ

れ
る
年
収
額
の
境
目
に
よ

り
、
家
族
間
で
、
勤
務
時
間

や
給
与
の
調
整
の
必
要
が
生

じ
る
可
能
性
を
指
摘
。
「
年

額
１
７
０
万
円
程
度
ま
で
控

除
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、

諸
問
題
の
解
決
は
難
し
い
」

と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
氷
河
期
世
代
の
子

育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
借
入
限

度
額
の
上
乗
せ
措
置
の
適
用

期
限
が
１
年
延
長
さ
れ
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
参
加
者

は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
リ

ス
ク
総
研
㈱
は
２
月
３
日
、

「
消
費
者
の
食
料
安
全
保
障

に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表

し
た
。
全
国
の
２０
〜
６０
代
の

男
女
１
千
人
か
ら
回
答
を
得

た
も
の
。消
費
者
の
６
割
が
、

日
本
の
食
料
安
全
保
障
は
十

分
で
な
い
と
回
答
し
た
。

◆
食
料
安
全
保
障
「
不
十

分
」
が
６
割

「
食
料
安
全
保
障
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
い
る
か
」
に

つ
い
て
は
、
「
聞
い
た
こ
と

が
な
く
、
全
く
知
ら
な
い
」

が
４８
・
８
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
よ
く
知
ら
な
い
」
が

３２
・
９
％
、
「
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
、
あ
る
程
度
知
っ
て

い
る
」が
１４
・
３
％
だ
っ
た
。

前
出
の
回
答
を
得
た
上

で
、
食
料
安
全
保
障
の
定
義

を
あ
ら
か
じ
め
回
答
者
に
示

し
て
「
現
在
、
日
本
の
『
食

料
安
全
保
障
』
は
達
成
さ
れ

て
い
る
か
」
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
「
強
く
そ
う
思
わ
な

い
」
が
１５
・
３
％
、
「
そ
う

思
わ
な
い
」が
４８
・
０
％
と
、

「
そ
う
思
わ
な
い
」は
合
計
で

６３
・
３
％
に
の
ぼ
っ
た
。「
日

本
の
食
料
安
全
保
障
に
と
っ

て
脅
威
だ
と
思
う
も
の
」
は

図
の
と
お
り
。
「
頻
繁
に
起

こ
る
異
常
気
象
に
よ
る
『
世

界
的
な
不
作
』
」
が
５２
・
２

％
と
最
も
高
か
っ
た
。

「
生
鮮
食
品
を
購
入
す
る

時
に
国
産
か
ど
う
か
気
に
す

る
か
」
は
、
「
野
菜
類
で
気

に
な
る
」が
５６
・
６
％
、「
精

肉
類
で
気
に
な
る
」
が
５３
・

４
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

◆
「
国
内
の
農
業
生
産
量

の
増
加
」
が
６
割

「
食
料
安
全
保
障
の
実
現

に
向
け
て
政
府
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
取
り
組
む
べ
き

か
」
で
は
、
「
国
内
で
の
農

業
生
産
量
の
増
加
」
が
６３
・

３
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」
が
４２

・
５
％
、
「
食
料
供
給
の
不

足
等
を
想
定
し
た
対
策
の
整

備
」
が
３６
・
４
％
だ
っ
た
。

㈱
ク
ロ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
２
月
１９
日
、
「
食
品

の
値
上
げ
に
関
す
る
調
査

（
２
０
２
５
年
）
」
の
結
果

を
公
表
し
た
。
全
国
の
２０
〜

６０
代
の
男
女
１
１
０
０
人
か

ら
回
答
を
得
た
も
の
。

「
食
品
の
値
上
げ
を
感
じ

る
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
強

く
」「
や
や
」
合
わ
せ
て「
感

じ
る
」が
９０
・
９
％
だ
っ
た
。

年
代
別
に
み
る
と
、
５０
代
９７

・
７
％
、
６０
代
９６
・
８
％
、

４０
代
９０
・
０
％
の
順
で
高
か

っ
た
。
「
値
上
が
り
し
た
と

思
う
食
品
」
は
、
図
の
と
お

り
。
「
お
米
」
が
７５
・
６
％

と
最
も
多
か
っ
た
。

「
値
上
げ
に
と
も
な
う
最

近
の
食
品
の
買
い
方
」
は
、

「
値
引
き
・
見
切
り
品
を
選

ぶ
」
が
３１
・
０
％
、
「
よ
り

安
く
買
え
る
店
で
買
う
」
が

２９
・
８
％
、
「
ポ
イ
ン
ト
還

元
や
ク
ー
ポ
ン
な
ど
割
引
を

利
用
す
る
」
が
２７
・
７
％
の

順
で
高
か
っ
た
。

値
上
げ
に
と
も
な
い
買
う

機
会
が
減
っ
た
食
品
は
、「
お

米
」
が
２
０
８
件
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
菓
子
」
が
１

８
５
件
、
「
キ
ャ
ベ
ツ
」
が

１
６
５
件
だ
っ
た
。
一
方
、

「
買
う
機
会
が
増
え
た
食
品
」

は
、
「
も
や
し
」
が
１
９
５

件
と
最
も
多
く
、次
い
で「
豆

腐
」
が
８０
件
、
「
パ
ン
」
が

６０
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

熱
中
症
・
機
械
作
業
事
故
に
要
注
意

豆
腐
や
も
や
し
購
入
が
増
加

農
作
業
安
全
対
策
全
国
推
進
会
議

食
料
品
値
上
げ
の
調
査

食
料
安
全
保
障「
不
十
分
」が
６
割

年
末
調
整
の
変
更
点
等
を
注
意
喚
起

消
費
者
の
意
識
調
査

全
開
連
総
務
責
任
者
会
議
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２４
年
度
九
州
開
拓
連
絡
協

議
会
研
修
会
（
開
拓
牛
友
の

会
九
州
支
部
）
が
２
月
１３
〜

１４
日
の
両
日
、
鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
の「
ホ
テ
ル
吹
上
荘
」

で
開
催
さ
れ
た
（
写
真
）
。

九
州
地
区
の
開
拓
牛
生
産

者
・
農
協
職
員
や
講
師
ら
４６

名
が
参
加
し
た
。
同
研
修
会

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
休
止

し
て
い
た
が
、
こ
の
度
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

開
会
に
当
た
り
、
牧
原
保

支
部
長
が
挨
拶
を
行
っ
た

後
、
講
演
に
入
っ
た
。

は
じ
め
に
、「
原
料
情
勢
」

と
題
し
て
伊
藤
忠
飼
料
㈱
の

安
瀬
明
良
氏
が
講
演
を
行
っ

た
。米

国
や
中
国
の
動
向
を
中

心
と
し
た
、
各
国
の
と
う
も

ろ
こ
し
、
大
豆
の
需
給
動
向

や
輸
出
入
動
向
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、
と
う
も
ろ
こ
し

の
産
地
が
多
角
化
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、
一
般
的
な

産
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
ブ

ラ
ジ
ル
に
加
え
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
や
パ
ラ
グ
ア
イ
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
産
地
の
と
う
も

ろ
こ
し
を
輸
入
、
使
用
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
状
が

紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
「
鹿
児
島
県
に

お
け
る
肉
用
牛
振
興
と
今
後

の
方
向
性
」
と
題
し
て
、
鹿

児
島
県
畜
産
試
験
場
の
田
中

和
宏
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

田
中
氏
は
、
肉
用
牛
振
興

の
た
め
に
同
県
が
実
施
し
て

い
る
各
支
援
策
や
、
牛
肉
の

輸
出
促
進
の
た
め
の
取
り
組

み
と
そ
の
成
果
な
ど
を
紹
介

し
た
。
ま
た
、
畜
産
試
験
場

で
取
り
組
ん
で
い
る
肉
質
向

上
や
飼
料
増
産
の
た
め
の
各

試
験
の
内
容
も
紹
介
し
た
。

両
氏
の
講
演
に
対
し
、
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

来
年
度
は
宮
崎
県
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

２４
年
度
開
拓
豚
部
会
（
開

拓
豚
友
の
会
）
九
州
支
部
研

修
会
が
２
月
２８
日
〜
３
月
１

日
の
両
日
、
佐
賀
県
鹿
島
市

の
佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
業
協

同
組
合
の
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
（
写
真
）
。

九
州
地
区
の
開
拓
豚
生
産

者
・
開
拓
農
協
職
員
や
講
師

ら
１５
名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
平
木
勇

支
部
長
が
挨
拶
を
行
っ
た

後
、
講
演
に
入
っ
た
。

は
じ
め
に
、
「
佐
賀
県
内

に
お
け
る
豚
熱
の
発
生
と
防

疫
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
佐
賀
県
西
部
家
畜
保
健
衛

生
所
の
山
口
博
之
氏
が
講
演

を
行
っ
た
。

２３
年
に
同
県
で
発
生
し
た

豚
熱
に
つ
い
て
、
防
疫
作
業

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
豚

熱
対
策
を
解
説
。
佐
賀
県
や

長
崎
県
で
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

陽
性
個
体
が
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
飼
養
衛
生
管
理

基
準
を
遵
守
し
な
い
と
手
当

金
が
減
額
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
た
め
、
基
準
を
遵
守
す

る
こ
と
が
重
要
と
説
明
し

た
。続

い
て
、
「
養
豚
情
勢
報

告
に
つ
い
て
（
豚
枝
肉
価
格

見
通
し
な
ど
）」と
題
し
て
、

全
開
連
の
石
川
参
与
が
報
告

し
た
。

２４
年
は
国
産
豚
肉
の
需
要

が
好
調
で
、
相
場
は
高
値
で

推
移
し
た
が
、
２５
年
も
概
ね

同
様
に
推
移
す
る
と
い
う
予

測
を
紹
介
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ

産
豚
肉
の
輸
入
量
が
ア
メ
リ

カ
産
を
逆
転
し
た
ほ
か
、
ブ

ラ
ジ
ル
産
も
急
激
な
伸
び
を

見
せ
て
お
り
、
こ
う
し
た
輸

入
動
向
も
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
と
解
説
し
た
。

来
年
度
は
長
崎
県
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

ち

が

佐
賀
県
玄
海
町
の
値
賀
開

拓
は
、
県
北
部
に
突
き
出
た

東
松
浦
半
島
の
西
側
に
位
置

す
る
。

標
高
１
８
０
ｍ
で
、
地
質

は
玄
武
岩
・
粘
土
質
の
強
酸

性
で
、
畑
作
に
は
あ
ま
り
適

し
て
い
な
か
っ
た
。

４６
年
に
引
揚
者
や
地
元
の

二
・
三
男
な
ど
の
開
拓
志
願

者
が
、
１５
日
間
開
拓
訓
練
所

で
基
礎
訓
練
を
受
け
て
、
２８

戸
が
入
植
し
た
。

原
野
と
雑
木
が
生
い
茂
る

解
放
地
に
、
１
戸
当
た
り
１

ha
余
の
配
分
を
受
け
た
。
い

わ
ゆ
る
、
開
墾
鍬
に
よ
る
手

開
墾
だ
っ
た
の
で
、
大
変
な

苦
労
と
な
っ
た
。

最
初
に
作
付
け
し
た
の
は

さ
つ
ま
い
も
、じ
ゃ
が
い
も
、

菜
種
、
大
根
な
ど
だ
が
、
強

酸
性
土
壌
の
た
め
収
穫
は
少

な
か
っ
た
。

５０
年
に
は
農
村
工
業
と
し

て
、
精
米
・
製
粉
を
行
い
、

素
麺
も
作
っ
た
。
地
区
外
か

ら
の
利
用
者
も
多
く
、
大
繁

盛
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
年
に
電
気
が
開
通

し
、
皆
で
涙
を
流
し
て
喜
び

あ
っ
た
。

６０
年
頃
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
作
物
だ
け
で
は
経
営
を
確

立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
梨
・
み
か
ん
を
植
栽
し

た
。
し
か
し
、
玄
海
灘
か
ら

吹
き
つ
け
る
風
に
よ
り
、
品

質
が
悪
か
っ
た
。

ま
た
、
北
海
道
か
ら
乳
牛

１７
頭
を
導
入
し
、
１７
戸
に
分

配
し
て
経
営
の
安
定
を
図
っ

た
。
そ
の
後
、
増
頭
を
重
ね
、

酪
農
団
地
と
し
て
県
内
外
か

ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な

っ
た
。

７６
年
時
点
で
、
酪
農
家
５

戸
、
肉
牛
２
戸
、
養
豚
３
戸
、

養
鶏
１
戸
、
み
か
ん
農
家
３

戸
、
畑
作
１
戸
と
な
っ
た
。

９６
年
、
栄
公
民
館
敷
地
内

に
「
栄
区
５０
周
年
記
念
碑
」

が
建
て
ら
れ
た
。
栄
区
の
由

来
と
し
て
記
念
碑
に
は
「
一

鍬
、
一
鍬
山
林
原
野
を
切
り

開
き
、
眠
れ
る
大
地
を
開
墾

す
る
偉
業
を
為
し
、
村
の
発

展
を
期
し
て
〈
栄
村
〉
と
命

名
し
」
（
抜
粋
）
と
あ
る
。

現
在
も
肉
牛
農
家
が
頑
張

っ
て
お
り
、
こ
の
地
を
守
っ

て
い
る
。

肥
後
開
拓
農
協
は
２
月
２１

日
、
熊
本
県
錦
町
の
ゼ
ン
カ

イ
ミ
ー
ト
㈱
で
、
２４
年
度
共

進
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は

組
合
員
１０
戸
か
ら
、
交
雑
去

勢
牛
が
そ
れ
ぞ
れ
１
頭
ず
つ

出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
は
、
㈱
荒
木
畜
産
の

出
品
牛
で
、
生
後
２４
・
９
ヵ

月
齢
、
種
雄
牛「
秋
忠
平
」、

枝
肉
重
量
６
０
１
・
９
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
６８
㎠
、
バ
ラ

厚
９
・
０
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
８
、

格
付
Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
７２

・
３
だ
っ
た
。

審
査
委
員
長
は
「
ロ
ー
ス

芯
も
大
き
く
、
肉
付
き
及
び

切
開
面
の
バ
ラ
ン
ス
も
良

く
、
申
し
分
な
い
枝
肉
だ
っ

た
」
と
講
評
し
た
。

出
品
牛
全
体
の
成
績
は
、

平
均
枝
肉
重
量
５
９
１
・
７

㎏
、
肉
質
４
等
級
以
上
比
率

１
０
０
％
と
、
非
常
に
優
秀

な
成
績
と
な
っ
た
。
各
測
定

値
の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
５９
・
５
㎠
、
バ
ラ
厚
８
・

５
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
６
・
３
、

歩
留
基
準
値
７０
・
７
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

最
優
秀
賞

㈱
荒
木
畜
産

優
秀
賞

藤
田
寛

（
公
社
）
全
国
開
拓
振
興

協
会
は
、
２
０
１
６
年
か
ら

全
国
の
会
員
な
ど
と
と
も
に

開
拓
記
念
碑
の
調
査
を
実
施

し
て
き
た
が
、
こ
の
度
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
「
開

拓
記
念
碑
調
査
報
告
書
」
と

し
て
と
り
ま
と
め
た
。

全
国
の
開
拓
碑
約
３
５
０

基
を
掲
載
し
て
い
る
。ま
た
、

今
後
も
開
拓
碑
の
調
査
は
継

続
す
る
。
本
書
は
３
月
中
に

各
会
員
に
配
布
さ
れ
る
。

３
月
下
旬
か
ら
４
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
開
拓
組
織
の

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

３
月

１９
〜
２０
日

東
北
開
拓
組
織

連
絡
協
議
会
研
修
会

（
岩
手
）

２１
日

三
瓶
開
拓
酪
農
農
協

通
常
総
会
（
島
根
）

２８
日

千
葉
酪
農
農
協
通
常

総
会
（
千
葉
）

４
月

１８
日

那
須
箒
根
酪
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

２４
日

栃
木
県
開
拓
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

土壌適さず、畜産に活路を

鹿
児
島
県
で
５
年
振
り
の
開
催

佐賀県玄海町・値賀開拓

開
拓
牛
友
の
会
九
州
支
部
研
修
会

佐
賀
県
鹿
島
市
で
研
修
会

開
拓
豚
友
の
会
九
州
支
部
研
修
会

㈱
荒
木
畜
産
が
最
優
秀
賞

肥
後
開
拓
農
協
共
進
会

最優秀賞を受賞する（株）荒木畜産の荒木和宏さん

「
開
拓
記
念
碑
」調
査
ま
と
め
る

全
国
の
開
拓
地
の
３
５
０
基
掲
載
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２４年度九州開拓青年
研修会が３月７～８日
の両日、佐賀県武雄市
の佐賀県畜産試験場で
開催された。九州各県
から若手の開拓農家ら
を中心とした生産者、
開拓農協職員や講師ら
２９名が参加した。
開会に当たり、主催
者である九州開拓青年

部連絡協議会の重松英利会長と九州開
拓連絡協議会の井上富男会長がそれぞ
れ挨拶を行った。
その後、「畜産試験場の取組」と題

して、佐賀県畜産試験場副場長の陣内
孝臣氏が講演を行った。
同試験場が取り組んでいる、種雄牛
の作出や、豚も含めた飼養管理技術の
開発研究、ふん尿の処理技術などに関
する試験や研究が紹介された。中でも、
同試験場の一押しの研究成果として、
「候補種雄牛精液の耐凍性向上及び乗
駕欲改善」と「アミノ酸比率法に基づ
く高ＣＰ・低めリジン飼料給与により
全体の約８８％が霜降り豚肉となる」の
２つのテーマが紹介された。

講演の後参加者は、同試験場大動物
部部長の片渕直人氏の案内で、場内を
見学した。哺育牛舎の哺乳ロボットや、
ＴＭＲ給与試験中の牛の様子などを真
剣な面持ちで見学をしていた。

農水省は、２月１８日に「２４年産日本
なし、ぶどうの結果樹面積、収穫量及
び出荷量」を、１月２８日に「２４年産も
もの結果樹面積、収穫量及び出荷量」
をそれぞれ公表した。
【日本なし】
日本なしの結果樹面積は、高齢化な
どによる規模縮小や廃園などで、前年
産に比べ２５０ha（３％）減少し、９５７０ha

となった。１０ａ当たり収量は、猛暑に
よって小玉傾向となったほか、日焼け
果の発生による収量減少もあり、７０㎏
（４％）減少し、１８００㎏だった。
収穫量は１万７００ｔ（６％）減の１７万

２７００ｔ、出荷量は９８００ｔ（６％）減の１６
万２０００ｔとなった。都道府県別の収穫
量割合は、千葉県が１２％、茨城県が
１０％、福島県が９％、栃木県が８％、

長野県が７％となっており、この５県
で全国の約５割を占めている。
【ぶどう】
ぶどうの結果樹面積は前年産より

１００ha（１％）減少し、１万６３００ha
だった。１０ａ当たり収量は、１０㎏（１％）
下回り、１０１０㎏となった。収穫量は２４００
ｔ（１％）減の１６万４６００ｔ、出荷量は
２１００ｔ（１％）減の１５万４６００ｔだった。
都道府県別の収穫量割合は、山梨県が
２６％、長野県が２０％、岡山県と山形県
が９％、福岡県が４％となっており、

５県で全国の約７割を占めている。
【もも】
ももの結果樹面積は前年より７０ha

（１％）減の９１９０ha だった。１０ａ当た
り収量は１０㎏（１％）増の１１９０㎏だっ
た。収穫量は前年産並みで１０万９７００ｔ、
出荷量は７００ｔ（１％）増の１０万２６００ｔ
となった。都道府県別の収穫量割合は、
山梨県が２９％、福島県が２７％、長野県
が１０％、山形県が９％、和歌山県が５％
となっており、この５県で全国の８割
を占めている。

農研機構は１１月、緑茶用新品種「かな
えまる」の標準作業手順書を公開した。
現在、日本で一番多く栽培されてい
る緑茶用品種は「やぶきた」である。同
種は主要病害である炭疽病、輪斑病な
どが発生しやすく、また難防除害虫で
ある「クワシロカイガラムシ」が多発
すると、成育が著しく劣り枯死に至る。
大規模化した生産現場では、病害虫
に弱い品種が栽培面積の大部分を占め
ていると効率的な管理が難しくなるた
め、主要な病害虫に抵抗性がある品種
を取り入れて防除回数を減らすなどの

工夫が必要になる。
こうした現状から、農研機構ではこ
れまでに主要病害に抵抗性がある「さ
えあかり」など３品種を育成している。
これらの品種は病害虫の発生が少な
く、収量や品質が一定以上であるもの
の、早生、やや早生の品種のため、中
生で病害虫抵抗性のある品種育成が望
まれていた。
新品種の「かなえまる」は、病害虫
への抵抗性が強いだけではなく
（表）、中生品種であり、近年拡大して
いる被覆栽培にも適した品種で、多く

の茶産地への導入が期待されている。
かなえまるの導入により、主要病害虫
への抵抗性を有しているため、化学農
薬の使用量を低減できるほか、耐寒性
が強いことから、冷涼地から中山間地
を含む全国の主要な茶産地で広く栽培
が可能となっている。
高い病害虫抵抗性に加え、中生で収

量が多く製茶品質も優れることから、
「やぶきた」に置き換わる品種として
期待されている。手順書では、「かなえ
まる」の基本特性、栽培管理方法や各
茶種への加工特性、苗の入手方法など
について紹介している。手順書は農研
機構ホームページで公開されている。

水稲の乾田直播栽培の雑草対策で
は、水稲の出芽から入水前までの乾田
期に、主要な水田雑草であるノビエの
葉齢が大きくなりすぎないうちに除草
剤を散布することが推奨される。水稲
用の除草剤のラベルには「ノビエ○葉
期」と使用時期が記載されており、使
用する際に葉齢は重要な基準となる。
しかし、水稲が出芽する時期は気温が
高く、ノビエはすぐに生長してしまう
ため、効率的に葉齢判定と生長予測を
行う技術が求められていた。
そこで農研機構は、誰でも簡単にノ

ビエの葉齢を判定し、その後の生長も
予測できるアプリを開発した（写真）。
アプリでは、画像解析によって、水田
に生えているノビエの写真から葉齢を
判定する。さらに、ほ場付近のアメダ
ス情報をもとにその後の生長を予測
し、２．５葉期、３．５葉期、４．５葉期に達す
る日も予測できる。そして、アプリで示
される生長の予測結果から、除草剤の

散布時期を計画することができる。
アプリは Google Play または A

pp Store で「ノビエ」と検索、また
はQRコードのページよりダウンロ
ードすることで利用できる。

農水省は２月１８日、「２４年産茶の摘
採面積、生葉収穫量及び荒茶生産量
（主産県）」を公表した。
主産県の茶の摘採実面積は２万６７００
ha で、５００ha（２％）減少した。生葉
収穫量は３１万９３００ｔで前年産並みとな
った。荒茶生産量は６万６９００ｔで１１００
ｔ（２％）減少した。
主産県別にみると、荒茶生産量にお
いて鹿児島県が初めて首位に立った。
なお、鹿児島県、静岡県、三重県の３
県で全国の荒茶生産量の９割近くを占
めている。

佐賀県畜産試験場（武雄）で視察研修
２４年度九州開拓青年研修会２４年度九州開拓青年研修会

２４年度九州開拓青年研修会

哺乳ロボット見学

真剣な面持ちで見学する参加者ら

日本なし・ぶどうは減少、ももは前年並
２４年産収穫量調査

病害虫抵抗性強い品種「かなえまる」病害虫抵抗性強い品種「かなえまる」
標準作業手順書公開標準作業手順書公開

農研機構の資料から

２４年産荒茶生産量
２％減

２４年産荒茶生産量
２％減ノビエの葉齢をスマホアプリで判定

乾田直播栽培で効果的防除 摘採面積も２％減摘採面積も２％減

農研機構の資料から



開 拓 情 報2025年（令和7年）3月15日 第803号 （6）（毎月１回１５日発行）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������

雪印メグミルク㈱酪農総合研究所は
１月３０日、「今こそ飼料の国産化を！
ＰａｒｔⅢ～次の一手を考える～」と
題して２４年度の酪総研シンポジウムを
開催した。温暖化の影響により収量が
不安定となっている日本の自給飼料に
ついて、安定的に生産を続けていくた
めの対策が共有された。ホクレン農業
協同組合連合会の岩渕慶氏による「チ
モシー一辺倒からの転換が今こそ必要
～ヨーロッパに学ぶ具体的手法～」と
題した発表の内容を紹介する。
◇猛暑でチモシーが雑草に負ける
現在、北海道で栽培されている牧草
はチモシーが多いが、草地全体の半分

程度に、地下茎型の雑草や裸地が拡が
っている。現在のチモシーに偏った生
産体系では、安定した品質の自給飼料
が得られていないことを紹介した。
◇分げつを理解し適切な施肥を
この状況を改善するためには、早春
の施肥が重要と強調した。一番草はチ
モシーで年間収量の７０～８０％、オーチ
ャードグラスで４０～５０％を占め、早春
の施肥が遅れるほど収量が減少する。

く き

また、「分げつ（茎）」の仕組みを理
解することの重要性を訴えた。チモシ
ーなどのイネ科牧草は１本１本の分げ
つの集合体であるため、植物としては
多年草だが、個々の分げつには寿命が

ある。次世代の分げつが最も多く発生
するタイミングの、チモシーは１番草
収穫後、オーチャードグラスでは２番
草収穫後の追肥も重要だと訴えた。
◇欧州型を取り入れ対策
近年気温は右肩上がりで、北海道で
え ぞ

「蝦夷梅雨」と呼ばれる６月以降の長
雨も発生している。チモシーのみの草
地から、競合力や暑さに強い草種を取
り入れた「草地の多様化」が推奨され
る。現在、チモシー以外のイネ科牧草

を混播した草地の実証を始めた。
北海道と比較的気候が似ている欧州
では多草種混播により、安定した収量
が確保できていると紹介した。
世界の中でも北海道の気候は非常に
厳しく、寒いだけでなく、雨も多い。
そのため、欧州の作付け体系をそのま
ま導入することはできないが、試行錯
誤を繰り返し、北海道型の多様性を持
たせた混播の組み合わせを模索するこ
とが大切だと訴えた。

同シンポジウムで雪印種苗㈱の佐藤
尚親氏は「温暖化に対応する自給飼料
生産技術」と題し、温暖化対策を念頭
に、草地構成の取り組みを発表した。
◇１ブロック南の地域の草地念頭に
２３・２４年の帯広市の夏の気温は、１０
年前の埼玉県所沢市の気温になってい
ることを紹介。このように、温暖化の
影響で気温帯が北上していることに対
応した自給飼料の作付体系の見直しの
必要性を強調。北東北ではオーチャー

ドの夏枯れも発生しており、今後、北
海道での発生も懸念されている。
夏枯れ対策として、被害程度に応じ
てＡ（部分的に枯死）・Ｂ（全面的に
枯死）・Ｃ（夏枯れ後ヒエ等種子落下）
の３タイプに分け、タイプＢ・Ｃでは
飼料用ライ麦の秋播種を行うことで飼
料を確保することを提案した。
◇病気・虫・雑草全てが北上
チモシーは干ばつの影響も受けやす
いが、高刈りをすれば牧草として利用

でき、再生も期待できる。アルファル
ファ・チモシー混播草地では低い刈り
取りをすると、夏枯れに耐えられず枯
死すると注意喚起した。
九州で多発していた南方サビ病が２４
年に東北で発生した事例や、全国に拡
がるツマジロクサヨトウの被害、繁茂
するアレチウリの例を示し、病気・虫
・雑草全てが北上していることを紹介
した。特に虫は温暖化により繁殖回数
が増えており、被害が拡大している。
ワルナスビの対策にスーダングラス
を栽培する方法を紹介したほか、北海
道でも６月末～７月末にソルガムを播
いて育ったことを報告した。

モヤシは加工された状態でスーパー
などで売られているが、その製造工程
で生じる皮や根、折れたモヤシなどの
残さは製造量全体の約２割に達し、こ
れらは全て廃棄されている。
石川県農林総合研究センター畜産試
験場では、廃棄処分されるモヤシ残さ
を使った発酵ＴＭＲを作製し、給与試
験を行った。
☆試験方法：金沢市内のモヤシ製造
工場で排出されたモヤシ残さ（緑豆、
種皮、根、子葉部、折れたもの）を使
用した。原料をショベルローダーで混
ぜた後、細断型ロールべーラーで成型
後ラッピングして約６ヵ月間野外で保
存した。

ホルスタイン種搾乳牛６頭を「試験
区」、「対照区」に３頭ずつ２群に分
けた。予備試験期間１０日間、本試験期
間４日間を１期間として３期間、反転
試験法で実施した。対照区は原物で慣
行飼料（自家配合飼料、アルファルフ
ァヘイキューブ、チモシー乾草）を２３
～３３㎏、試験区は同慣行飼料を１６～２４
㎏と発酵ＴＭＲ１５～２０㎏を給与した。
試験区は対照区の乾物２９％相当量を
発酵ＴＭＲで置き換え、表１の割合で
配合し、モヤシ残さはＴＭＲの４９％と
した。調査項目は、乳量・乳成分・血
液検査とした。
☆結果：給与後の乳量・乳質の成績
は表２のとおりで、対照区と有意差は

みられなかった。血液性
状も有意差はみられなか
ったことから、モヤシ残
さは、飼料原料として有
用であることが示唆され
た。
なお、モヤシ残さは腐敗が早いため、
夏場の高温下では嗜好性の低下が懸念

されることから、開封後は速やかに給
与することに注意が必要となる。

２４年６月、秋田県立大学の山中麻帆
助教が日本畜産環境学会で発表した
「牛へのモヤシ残さ給与がルーメン内
メタン生成量に与える影響」について、
奨励賞を受賞した。
☆生のモヤシ残さを利用：モヤシ残
さにはポリフェノールが多く含まれて
いることから、ルーメン由来メタンの
生成量を抑制する可能性があるが、モ
ヤシ残さ給与とルーメン内メタン生成
量に関する研究報告はほとんどなかっ
た。そこで、低コストで持続可能な飼
料利用のため、モヤシ残さの排出頻度
から、生の状態でのモヤシ残さの利用

の可能性について検討を行った。
☆試験方法と結果：モヤシ残さを与
える「給与区」と与えない「対照区」
の２区を設定。ホルスタイン種雌６頭
を各区３頭ずつ、両区の牛を入れ替え
て２回試験を行った。給与区では、１
日１頭当たり２㎏のモヤシ残さを朝に
給餌。調査項目は、ルーメン内㏗やメ
タンなどのガス濃度などとした。
ルーメン内㏗には有意差はなく、植
物のタンパク質などを利用する微生物
の数を示す「プロトゾア数」は、給与
区で高かった。また、メタン発生量は
給与区で低かった。牛へのモヤシ残さ
の給与は、ルーメン内での飼料消化性
を損なわずにメタン生成量を抑制でき
る可能性があるとしている。

Ｉ牧場 Ｆ牧場

混播
草種

チモシー主体
オーチャードグラス
メドウフェスク
アルファルファ
シロクローバ

チモシー主体
オーチャードグラス
メドウフェスク
アルファルファ

多草種
混播の
メリット

○天候不良に対処するため
○夏に生育が劣るチモシーをカバー
し、２番草が多収となる

○イネ科を多草種混播するとＴＤＮ
が高くなるため

○天候不良への対応
○チモシーが干ばつや機械踏圧で衰
退するため

○競合力の強い草種を混播すること
で、強害雑草の侵入が少なくなり
つつあると感じている

表１．発酵TMRの配合割合
（%）

モヤシ残さ ４９
チモシー乾草 １２
自家配合飼料 １４
イネWCS ２５

表２．乳質及び乳量
乳タン
パク質

乳中尿素
窒素 乳脂肪 乳糖 無脂乳

固形 乳量

（％）（mg／dl）（％） （％） （％）（kg／日）
対照区 ３．５ ６．６ ４．６ ４．４ ８．９ ２７．５
試験区 ３．５ ６．１ ４．６ ４．４ ８．９ ２７．６

写真・表全て石川県農林総合研究センター畜産試験場の資料から

北海道におけるチモシー以外のイネ科草種も用いた事例

一種類に偏らない草地形成
適切な施肥で収量確保

岩渕氏の発表資料から

１ブロック南の地域の作付を視野に
温暖化の中での飼料確保

夏枯れタイプＣ チモシー夏枯れ
後にヒエが優占した草地（北海道
十勝地域、２０２３年９月７日）

佐藤氏の発表資料から

モヤシ残さを飼料原料に
乳量・乳質に支障なく利用可能

モヤシ残さ 発酵ＴＭＲの調整

ルーメン内メタンも抑制
生のモヤシ残さ給与
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（公社）日本食肉格付協会は２４年（１
～１２月）の牛・豚枝肉格付結果を公表
した。牛全体の格付頭数は前年と同様
に増加した。
〈牛枝肉〉
交雑種去勢の肉質３等級以上の比率
は前年に続いて７０％を超え、４等級の
割合は前年より３．６㌽も上昇している。
和牛去勢のＡ５比率は前年よりも増加
し、７割も目前に迫る勢いだ。両品種
ともに肉質等級の向上がみられる。
牛全体の格付頭数は９４万２８６６頭で、
前年より１万６７２８頭（１．８％）増加した。
内訳を見ると、交雑種（雌雄含む）が
１．７％減、和牛（同）が７．３％増、乳用
種（同）が４．８％減となっている。和牛
の格付頭数増加が続く一方、交雑種は
減少に転じ、乳用種は減少傾向が続い
ている。
主な品種の性別の格付結果をみる

と、交雑種去勢の格付頭数は前年比
２．３％減の１２万７１９４頭だった。肉質３等
級以上比率は３．０㌽増の７５．２％で、うち
４等級以上は４．０㌽増の２９．４％。特に４
等級の格付頭数が大幅に増加した。歩
留まりは、Ａ等級が２．５㌽増の１２．６％、
Ｂ等級が０．３㌽増の７１．６％、Ｃ等級が

２．８㌽減の１５．８％となった。全国の枝肉
平均重量は５４１．２㎏だった。
交雑種雌の格付頭数は１．１％減の１１

万３９０８頭。肉質３等級以上比率は２．２㌽
増の７１．７％で、うち４等級以上は２．５㌽
増の２８．２％。歩留まりをみると、Ａ等
級が３．６㌽増の２１．９％、Ｂ等級が０．６㌽
増の６７．６％、Ｃ等級が２．９㌽減の１０．６％
となっている。
和牛去勢の格付頭数は３．３％増の２７

万７５７１頭に増加した。４等級以上比率
は１．８㌽増の９２．５％で、うち４等級は
２．３㌽減の２４．９％、５等級は４．１㌽増の
６７．６％となった。５等級の増加傾向が
続いている。歩留まりは、Ａ等級が０．７
㌽増の９７．５％、Ｂ等級が０．８㌽減の
２．２％となった。また、全国の枝肉平均
重量は５１３．８㎏だった。
和牛雌の格付頭数は１２．２％増の２４万

５２４７頭だった。この大幅な増加は、子
牛価格の低迷を背景とした、繁殖雌牛
の更新事業などによって母牛の更新が
進んだことによるものとみられる。４
等級以上比率は１．６㌽増の７１．９％で、う
ち４等級は０．５㌽減の２４．５％、５等級は
２．１㌽増の４７．４％となった。
酪農家での性選別精液（乳雌）の利

用割合の増加などに伴い、乳用雄子牛
の出生頭数は減少傾向が続いている。
こうした背景から、乳去勢の格付頭数
は４．３％減の１２万２１５３頭で、３等級以上
比率は増減なしで３．４％だった。また、
全国の枝肉平均重量は４４９．３㎏だった。
〈豚枝肉〉

２４年の豚枝肉の総格付頭数は１２４４万
５４１頭で、２０万６５１２頭（１．６％）減少した。
２２年から３年連続で減少している。等
級別にみると、極上が１．２％（同）、上
が５１．７％（０．７㌽減）、中が３２．３％（０．４
㌽増）、並が１１％（０．２㌽増）、等外が
３．７％（同）だった。

カフェインにはドーパミンを活性化
させる作用があり、人の気分を高揚さ
せる働きがあることが知られている。
昆虫も同様で、少量のカフェインがミ
ツバチの記憶力を向上させたり、延命
効果が見られたりするため、花粉媒介
昆虫にとってプラス効果があることが
わかっている。
一方、高濃度のカフェインを昆虫に
与えると、発育抑制や、寿命に対する
負の効果が得られた報告もある。これ
までの研究では、昆虫に対する効果が
実験によって異なり、害虫防除に対す
る効果についても、結果にはばらつき

があった。
そこで、岡山大学の研究グループは、
ヒロズキンバエにカフェインを砂糖水
に混ぜて飲ませ、寿命・活動量・脂質
に与える影響を調べた。まず、濃度を
変えた砂糖水をハエに飲ませた予備実
験では、４％濃度の砂糖水を与えると
寿命が長くなることが分かった。
次に、４％濃度の砂糖水にそれぞれ
異なる濃度のカフェインを混ぜ、成虫
に飲ませる実験を行ったところ、０．５％
以上の濃度のカフェインを含んだ砂糖
水には強い殺虫効果が認められた。ハ
エの平均寿命は通常３０日程度だが、

０．５％より高濃度のカフェインを飲ま
せると、７日以内でほぼ死滅すること
がわかった（図）。
カフェインは自然界にも存在する物
質であり、過剰摂取しなければ、化学
農薬よりも人体に与える影響は少ない

と考えられている。これまでにもカフ
ェインの散布が、害虫の発育や寿命に
与える影響が調べられてきたが、効果
については実験により結果が異なって
いた。
砂糖水にカフェインを混ぜて飲ませ
る方法で、顕著な寿命短縮効果が認め
られた。今後、カフェインを害虫に与
える方法の工夫次第では、農業害虫や
衛生害虫の殺虫に実用できる可能性が
期待できるとしている。

畜産飼料の海外依存度が高い日本で
は、近年の物価高や円安状態により肉
用牛の生産コストが増加して経営を圧
迫している。さらに、個体差（成長の
ばらつき）があるため、同じコストを
掛けた牛でも出荷時の単価が異なるこ
とも経営圧迫の要因となっている。
近畿大学生物理工学部の松本研究室
は、２２年に「ＡＩビーフ技術」を世界

で初めて開発した。この技術は、肥育
中の牛からわずかな量の血液を採取
し、血液中の１３５種類のたんぱく質の情
報をＡＩで分析することで、出荷時期
のサシの状態や、枝肉の重量、口溶け
や風味に影響するオレイン酸含有量な
どを予測することが出来るものだ。
昨年１２月、同研究室は同技術を用い
た枝肉形質予測診断サービスを提供す

る、㈱ビーフソムリエを設立した。
同社によると、出荷の１年以上前
に将来の枝肉形質を調べることが出
来るため、肥育途中での肉質改善や
飼料コストの削減が可能になり、生
産性の向上や経営の安定化につなが
るという。
また、ブランド牛の特徴をデータ
から可視化することが出来るため、
他のブランド牛との差別化ができる
ほか、品評会等に出品する個体の選
択にも役立てられるとしている。

農畜産業振興機構は３月１２日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２５年１月分、概算払い）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。
肉専用種は１６都道県で発動した。今月
も交雑種での発動はなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種は４万６３２８．６円（前月は４万３０８．６
円、確定値）となっている。
前月分と比べ、枝肉市場価格の上昇
により販売価格が増額したものの、素
畜費が大幅に上昇したことから、交付
金単価は増額となった。

２０２４年１～１２月 牛枝肉格付結果
単位：％、頭

等級 ５ ４ ３ ２ 計 頭数

交
雑
去
勢

Ａ
１．３ ６．０ ４．２ １．１ １２．６ １６，０５４．０
０．４ １．４ ０．６ ０．１ ２．５ ２，９２４．０

Ｂ
１．２ １８．９ ３４．０ １７．５ ７１．６ ９１，１０３．０
０．１ ２．３ △０．４ △１．６ ０．３ △１，６６７．０

Ｃ
０．０ ２．０ ７．６ ６．０ １５．８ ２０，０３７．０
△０．１ △０．１ △１．２ △１．５ △２．８ △４，２２２．０

計
２．５ ２６．９ ４５．８ ２４．６ １２７，１９４．０
０．４ ３．６ △１．０ △３．０ △２，９６５．０

交
雑
め
す

Ａ
２．５ ９．４ ７．６ ２．３ ２１．９ ２４，９２６．０
０．５ １．４ １．３ ０．３ ３．６ ３，８０８．０

Ｂ
１．０ １４．３ ３１．３ ２０．９ ６７．６ ７６，９６０．０
０．１ ０．６ △０．５ △０．８ △０．６ △１，６２６．０

Ｃ
０．０ １．０ ４．６ ４．６ １０．６ １２，０２２．０
同 △０．１ △１．１ △１．６ △２．９ △３，４９１．０

計
３．５ ２４．７ ４３．５ ２７．８ １１３，９０８．０
０．６ １．９ △０．３ △２．１ △１，３０９．０

等級 ５ ４ ３ ２ 計 頭数

和
牛
去
勢

Ａ
６７．２ ２４．１ ５．３ ０．９ ９７．５ ２７０，７１４．０
４．２ △２．０ △１．４ △０．２ ０．７ １０，５３７．０

Ｂ
０．４ ０．８ ０．５ ０．５ ２．２ ６，２６６．０
△０．１ △０．３ △０．３ △０．１ △０．８ △１，７２２．０

計
６７．６ ２４．９ ５．８ １．４ ２７７，５７１．０
４．１ △２．３ △１．７ △０．３ ８，７９２．０

和
牛
め
す

Ａ
４７．０ ２３．１ ９．４ ５．４ ８４．９ ２０８，２０５．０
２．２ △０．４ △０．２ △０．４ １．２ ２５，２３４．０

Ｂ
０．４ １．４ ３．０ ７．６ １２．８ ３１，４３８．０
△０．１ △０．１ ０．３ △０．６ △１．０ １，３６４．０

計
４７．４ ２４．５ １２．４ １３．０ ２４５，２４７．０
２．１ △０．５ ０．１ △１．０ ２６，７５３．０

上段：２４年等級別割合 下段：対前年増減率、△はマイナス
（公社）日本食肉格付協会の資料を基に作成

和牛・交雑種さらに肉質向上和牛・交雑種さらに肉質向上
２４年格付頭数 牛増加、豚減少２４年格付頭数 牛増加、豚減少

カフェインの殺虫効果でハエ退治
寿命短縮 ７日以内に全滅

乳用種のみの発動継続
牛マルキン１月分

肥育牛の血液で将来の枝肉形質予測
近畿大学のＡＩビーフ技術
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

農水省の主催によるポップアップイ
ベント、『値段のないスーパーマーケ
ット―みんなにとって「フェアな値段」
を考えよう―』が、２月２０～２３日まで
東京駅近くの KITTE 丸の内１階ア
トリウムで開催された。同イベントに
は千葉酪農農業協同組合が生産してい

る「千葉酪農３．６牛乳」も出品された。
食品の生産・流通コストが上昇して
いる中で、持続可能な食料供給の実現
に向け、消費者が生産・流通・販売に
まつわるコストを学び、食品の適正な
価格を考えるきっかけを提供するため
に企画された。
ブース内に出品されている牛乳や豆
腐などには値札がない。代わりに、生
産者や流通業者が置かれている厳しい
実態がパネルで紹介されていた。牛乳
のパネルでは、乳牛の飼料費やあらゆ
る資材費が高騰していることや、酪農
家のうち半数以上が離農を検討してい

る現状など、生産者が置かれた厳しい
状況が紹介されていた。
商品の購入希望者は、レジコーナー
で自分が適正と思う価格を入力し、購
入する仕組み。４日間の総来場者数は

８，２００名で、参加者からは、「安ければ
安い方がいいと考えていたが、イベン
トを通して適正価格について考える良
いきっかけになった」などの感想が寄
せられていた。

万博開催が迫る
も、動きは様子
見の状況

大阪・関西万博の開催が４月に迫り、
インバウンド需要を含めた消費拡大が
期待されるが、今のところ目立った動
きは無く、様子見の状態となっている。
乳用種は底堅い動きとみられるが、
交雑種はもちあいが予想される。
【乳去勢】２月の東京食肉市場の乳牛
去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速報
値）は、１１０９円（前年同月比１３１％）と
なり、前月より３７円上がった。
３月も頭数は減少傾向にあり、相場
も底堅い動きと見られる。
【Ｆ₁去勢】２月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５２９円（同９９％）、Ｂ２が１３８０円
（同９８％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が６円増、Ｂ２は６円減と、もちあい

での推移となった。
３月に入っても、Ｂ３で１５００円台、
Ｂ２も１４００円台中ごろのおとなしい推
移となっている。
【和去勢】２月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２９０円（同１０２％）、Ａ３が２１２１円（同
１０３％）だった。前月に比べ、Ａ４が５６
円、Ａ３は４８円ともに上昇した。
２月初旬は、Ａ４で２３００円台にやや
持ち直したが、不需要期でもあり、今
後は弱もちあいか。
【出荷頭数】３月の出荷頭数は、和
牛４万６００頭（同９７％）、交雑種２万１６００
頭（同１０３％）、乳用種２万４２００頭（同９３
％）と、交雑種以外は減少する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は３月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で３万
１０００ｔ（同８１％）と予測。内訳は、冷
蔵品１万４４００ｔ（同７９％）、冷凍品が

１万６６００ｔ（同８２％）。冷蔵・冷凍品
ともに前年を大幅に下回ると予測され
る。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０５０
～１１５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１５５０～１６５０
円、同Ｂ３が１５００～１６００円、同Ｂ２が
１３５０～１４５０円、和牛去勢Ａ４が２２５０～
２３５０円、同Ａ３が２１００～２２００円での推
移か。

春の観光シーズ
ンを迎え、相場
は強もちあいか

２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６２０円（前年同月比
１０４％）、中物は５９５円（同１０４％）とな
った。前月に比べ上物が２３円、中物も
１９円増と、それぞれ持ち直してきた。
３月に入っても、６００円台前半をキー
プしている。これから、歓送迎会や花
見の需要が期待され、比較的需要は堅
調な動きとなりそう。６００円の強もちあ
いか。

農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
３月は１４５万頭（前年
同月比１０６％）と、前
年をやや上回る予
測。これは前年が少
なかったからで、出
荷頭数は平年並みと
予想される。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、３月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量
で７万５６００ｔ（同

１０２％）と、前年よりやや増加する見込
み。内訳は、冷蔵品３万２４００ｔ（同
９５％）、冷凍品４万３２００ｔ（同１０７％）。
冷凍品は、価格優位性によるブラジル
産などの輸入量の大幅な増加が引き続
き見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５８０～６８０円、
中物も５５０～６５０円と、強もちあいの展
開となるか。

スモールは頭数
減少の影響が表
れ、強含みに

【スモール】２月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が４万２１７３円（前年同
月比９１％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１５万８８５２
円（同１７７％）と、前月に比べ、乳雄は
１万４８２９円増、Ｆ₁は４万６８４４円増と、
ともに急騰した。
北海道でも市場によりバラツキがあ
り、乳雄で５万円を超える市場も出て
きた。頭数の減少が大きく影響するよ
うになってきた。
Ｆ₁も頭数減の影響と、枝肉相場が比
較的安定していることもあり、強含み
の展開となりそう。

【乳素牛】２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万６３９３円（同１１２％）、Ｆ₁去勢は４０万
８１４４円（同１０７％）だった。前月に比べ
乳去勢は１万５４円減、Ｆ₁去勢は５２８２円
上昇した。
乳去勢・Ｆ₁去勢ともに、スモール同
様、今後頭数はひっ迫傾向となってく
ると予想される。
【和子牛】２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６５万９７０２円（同１０５％）で、前月より４
万６７２４円増と、急騰した。
枝肉相場が軟調なこともあり、これ
以上の上昇の可能性は少ないが、乳去
勢ほどではないが頭数減が見込まれる
ので、予断を許さない状況となる。

２月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 402 325 285 294 196,957 208,357 690 708
F₁去 1,841 1,670 334 338 403,042 403,296 1,207 1,193
和去 2,224 2,256 336 339 673,585 646,356 2,005 1,907

東 北
乳去 － － － － － － － －
F₁去 1 1 197 389 216,700 308,000 1,100 792
和去 2,217 2,118 323 320 623,857 594,417 1,933 1,857

関 東
乳去 － － － － － － － －
F₁去 138 124 341 356 400,567 392,398 1,173 1,104
和去 939 758 323 329 659,199 659,161 2,040 2,003

北 陸
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 81 － 299 － 634,170 － 2,121 －

東 海
乳去 － － － － － － － －
F₁去 40 32 294 309 379,005 371,113 1,289 1,200
和去 222 459 276 286 606,932 631,922 2,195 2,209

近 畿
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 359 375 261 268 1,098,636 1,027,368 4,209 3,827

中 四 国
乳去 8 12 280 275 168,025 154,733 599 562
F₁去 192 204 325 331 424,251 392,932 1,306 1,188
和去 502 663 311 309 625,613 609,624 2,013 1,974

九州・沖縄
乳去 － － － － － － － －
F₁去 189 216 312 322 454,201 419,721 1,456 1,303
和去 5,527 7,261 300 299 645,846 580,933 2,151 1,941

全 国
乳去 410 337 285 294 196,393 206,447 689 703
F₁去 2,401 2,247 331 336 408,144 402,832 1,233 1,199
和去 12,074 13,892 312 310 659,702 612,978 2,114 1,977

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

「値段のないスーパーマーケット」開催
増大するコストと適正価格の理解求める
千葉酪農農協が牛乳を出品

千葉酪のブースで、パネルに酪農の厳しい現状を訴えている
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畜
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通
し

畜産物需給見通し


